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(紀要第24号)

受信と発信を目指す「学びの共同体」
一対話型の授業ー

要旨

日本語科専任教授武因縁

(2010.9.1受)

小中学校など学校教育の現場でも、留学生への日本語教育の却蕩でも、一斉授業から

の脱却が提言さ才L 協働(協同)とL、う概念が使われて久しい。対話により社会的な人

間関係を構築する能力は学習における重要な位置づけとなってきている。 2009年度1組

では、教室を学習者同士が作り上げる共同体として、 一人ひとりが受信と発信ができる

時間を重明見し、対話型の授業を年聞を通してカリキュラムに取り入れた。受信は学習

者自身が教材に向き合う時間であり、また、他者からの発信を得る時間である。発信は

学習者の中にあるものを言語化し、他者に表出する時間である。本稿では先行研究を概

観した後、 5つの授業実践を紹介する。また参与観察、及び質問紙によるアンケートの

結果から、対話による学習者の学びを分析、考察した。
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1 .はじめに

小中学校など学校教育の現場でも、留学生への日本語教育の現場でも、一斉授

業からの脱却が提言され協働(協同)注!とl寸概念が使われて久しい。対話に

より社会的な人間関係を構築する能力は、学習における重要な位置づけとなって

きている。

学校教育では佐藤学が「学びの共同体」という教育観を、また日本語教育では

池田・舘岡が「ピア・ラーニングjを提唱してきた。教育における分野は異にするが、

日本語教室でのピア(peer、仲間)との協働から、また、学校教育の「学びの共同体」

による協同実践のクラスから、多くの学びが学習者に生まれるとする点で両者は

共通する。

2009年度1組では、全ての学習者が日本語を発する機会を得る教室作り、「対

話」によりID、の考えを伝え合う活動的な教室作りを、 学習者を主体とした対話

型の授業において行うことを目指した。本稿では、先行研究を概観した後、 5つ
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の授業実践を紹介する。また参与観察、質問紙によるアンケートを分析し、対話

による学習者の学びを考察する。

2聞問題意識の所在

初級レベルから中上級レベルへと学習者の進度が進む中で、学習者の会話レベ

ルの差が大きく開L、てくる。ある学習者は会話レベルが高くなることにより、教

室活動における発言が増え、その発言の多さにより正しい表現を学ぶ機会を獲得

し、日本語力の伸長につながるばかりか、クラスメートからの反応を得ることが

でき、クラス内での居場所の確保に繋がる。一方、頭の中に知識を蓄えてはいて

も、その矢面龍を口頭で生かすことができず、教室活動において常に受け子となり、

声を発する機会がほとんどない学習者がいるQ そのような学習者をなくし、全て

の学習者が日本語を発する機会を得ることができる授業はどのようなものか。互

いの考えを日本語により伝え合う教室作り、授業の傍観者となる学習者がいない

教室作りができないだろうか。筆者の問題意識はそこにあった。

問題の解決を目指し、中級レベルを経て上級レベルに達する学習者に対し、 5

つのタイフ。の対話につなげる教雪活動を行った。

3.先行研究
3-1.学習者主体と活動型

細川 (2008) は、学習者中心、学習者主体の授業を「学習者が行動し、その

行動のプロセスにおいて学習することによって、コミュニカティブな力をつける

ことができ、また達成感もある活動と評価される」としながらも、そこに活動理

念が必要であると説いている。学習者に主体的に学習させることが「学習者主体J
ではなく、学習の主体が学習者自身であり、問題を発見し解決するのは学習者自

身以外にないとpう考え方およひ耽念を「学習者主体Jであると述べている。

しかし、細川は日本語学習において語葉・文法却、った矩I識をないがしろにし

ているのではない。「コミュニケーションが成り立つためには、ある程度の語葉・

文法は不可欠であり、それなくしてコミュニケーションそのものが成り立たない

ことが白明Jとしつつ、「しかし同時に、語葉・文法の知識をいくら持っていても、

実際のコミュニケーション場面で何もできないという例もしばしば見られる現象
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である。したがって、ここでは、この二つの側面を対立的に考えるのではなく、

双方がお互いに助けあう関係として存在するJと述べている。

では、授業における教師の役割はどのようなものだろうか。相川は教師の仕事

を「学宵者主体の考え方に立てば、活動の主体はあくまでも学習者なのだから、

教師はその活動の活性化のためにどのような環境をつくることができるかという

ことが担当者の仕事」とし、「学習者主体の活動型日本語教育における教師の役

割は、(略)学習者自身が一つのコミュニティ (例えばその教室)の中で自律的

に変容を遂げ、成長することを見守ることjにおいている。さらに、「そのよう

に変容・成長した主体が、他のコミュニティにおいても能動的に参加していくこ

とができるような力をつけられるような教室環境をどのようにデザインすること

ができるか」を課題とし、他のコミュニティで十全に参加できる力の育成につな

がる授業デザインの必要性を昭えている。

3-2.学習者主体と協働

池田・舘岡 (2007)はピア・ラーニングについて以下のように述べている。「ピア・

ラーニングは文字通りにはピア (peer:仲間)と協力しで芋ぶ(Jearn)方法です。

言葉を媒介として、学習者|日l士が協力して学習課題を遂行していきます。この背

景には(略)知識は自らが周囲(社会)と相互作用する中で構成するものである

という学習観があります。ピア・ラーニングにおいてはその社会が教空なのです」

と述べている。

また目的とする学習に「作文や読解などの課題を遂行するという挟い意味での

学習」の他、「仲間といっしょに学ぶということによって人と人との社会的な関

係を築くことを学び、さらには自分自身というものに気づき自分自身を発見して

pくという広い意味での学習」の2つを挙げている。そして、このようなピア・

ラーニングの特徴を一日でいうなら ir学習』の『過程Jを共有すること」とし

たtで、教師主導の学習とピア・ラーニングとの違いを説明している。

「教師主導の教育観のもとでは、教師は学習者たちに伝えるべき内容を決定し、

それを適切に伝えられるような教材を作成し、周到な準備をして長業に臨」む

「結果」の伝達の授業であるのに対し、「ピア・ラーニングにおいては、学ぶべき

内容のたたき台は教師が用意」し、教材も準備するが、それは「結果」を伝達す

るためのものではないこと、学習者が課題に取り組む D酎里」で学ぶものと説明
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している。そしてこのような学習で生まれる「学びは相互作用によって生み出さ

れJ、「そこには教師が期待したとおりの学むリと共に、「予期しなかった学びが起

きる可能性」があることに言及している。そしてこの相互作用を起こす装置、他

者と共有する装置として「対話」が用いられるとし、「ピア・ラーニングが日晶干到

を扱うということ、それを他者と『共有するJということ、そのために『対話J
をすることは、学習者が主体となって、自らのために学びを構成する方法でもあ

る」と述べている。

学習者主体と協働について、細J11 (2008)が挙げる例は以下のようなものであ

る。例えばレポートを書くために、オリジナリティとは何かについて学習者で意

見を戦わせながら考えていかなければならない場合、「オリジナリティをめぐっ

て協働そのものが起こるのである。ここでの協働とは、この教室空間に参加する

もの一人ひとりが、一つの目的に向けて協力しあい、その目的をなそうとする努

力とその姿勢のことである。(略)この協働という行為は、教室参加者一人ひと

りにとって、教室そのものが一つの社会であるという自覚がなければ成立しえな

L 、行為」であり、「教室は、さまざまな社会の中で、学習者個人が関わりを持つ、

一つの場にすぎない。しかし同時に、その場でしか実現されえない『主体Jであ

ることを要求される場でもある。だからこそ、この教書という社会は、一つの社

会になりえるJと述べ、「協働という行為が、すなわち社会と個人の闘係を取り

結ぶ行為であり、その行為を通して、自己と他者の関係を問い直すことでもある」

と述べている。

3-3.学びの共同体

佐藤 (2008a)は学校改革で「学びの共同体」を唱えている。これは、教主

における協同的な学びの授業、学校の教師集団の中に専門家として育ち合う「同

僚性」を築く校内6刑彦の在り方など、危機的な状況に陥った学校を睦らせる改革

である。佐藤は「学びの共同体jづくりの改革の哲学を次のように示す。「学校

と教師の責任は『すぐれた授業』を行うことにあるのではな」く、 1-人残らず

子ども(生徒)の学ぶ桔罪I}を実現し、こども(生徒)たちが高いレベルの学びに

挑戦する機会を提供することにあるJ(2008 b) と述べ、教室に学び合う関わり

を築くこと、協同的な学びを提唱している。そして[協同的な学びは『互恵的な

学び (reciprocalI earni ng).Jと呼ばれ」、協同的な学びは集団学習や班学習と大
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きく違うと指摘する。それは集団学習や班学習が集団もしくは班のまとまりを重

視するのに対して、協同的な学びにおいて、学びの主体は個人におかオ'l..グルー

プの 体化を求めず、むしろク守ループ。内の個々人の考えや意見の多様'性を追求す

ることにあるとL寸。[学びは同一'性からは生まれてこない。学びが成立するの

は差異においてであるJIたとえ協同的な学びにおいて同質の考えや意見しか出

されなかった場合でも、個人の意見として発言すべきであり、小グループの中の

考えや意見の多様性を尊重すべきであるJとして個人の多様性を尊重する重要性

に言及している。

佐藤は協同的な学びとは、「対象(教材)との出会いと対話であり、他者(仲

間や教師)との出会いと対話であり、自己との出会いと対話である」と、 3つの

対話を挙げている。

池111、舘岡包007) も、協働的な学習が間共する学びの場として同様の3つ、「学

ぶ対象JI仲間の学習者JI白己」を挙げている。池田、舘闘のいう「自己」とは、

学習活動の主体である学習者が内省によって内なる自己と対話することを示すも

のである。つまり、授業デザインをする際、教師を主導におかず、学ぶ対象(テ

キストなど)と、他者と、自己との往還から学習者は学びを得るという学習者主

体の活動に重きをおいた。

池旧、舘岡の言うピア・ラーニングも、佐藤の言う学びの共同体も、共に、協

働(協同)を通じて学びを得、社会性を構築し、自分を発見していくということ

になる。

4.研究方法

2009年度の中上級レベルのクラス (4月中級レベル~卒業時上級レベル)で

の授業実践と参与観察、及び学習者が授業中書いたもの、質問紙への回答を質的

研究の資料として用いたの質問紙への回答をグラウンデッド・セオリー・アプロ

ーチを援用し分析を行った。学習者には書いたもの、及び授業での発言を研究及

び論文に使用したいことを伝え了承を得た。

5.学習者

2009年度1組の学習者20名、国籍はタイ 4名、韓国4名、台湾8名、中同3
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名、シンガポール1名であり、年齢は 19~ 31歳、性別は男性3名、女性 17名、

留学の種別は文部科学省国費留学生4名、私費留学生 16名である註20 4月のク

ラス開始時には中級IJa3レベルからスタートし、上級IJまで終了した。観察クラ

スの学習者は日本語でコミュニケーシ 三Lンが可能なレベルに達しており、クラス

内の主な使用言語は日本語である。

6.5つの授業実践

授業は、 1コマ 50分の授業を 1日5コマ、週25コマで構成されている。授

業内容には、文法・語葉・表現などの知識伝授型、表記などの授業も含まれる。

しかし年聞を通して常にカリキュラムに取り入れていたのは、学習者の受信と発

信ができる授業である。学習を学習者が一人で行うものとはせず、教室を学習者

同士が作り上げる共同体として、 一人ひとりが受信と発信ができる時間を重要視

した。受信とは学習者自身が教材に向き合う時間であり、また、他者からの発信

を得る時間である。発信は学習者の中にあるものを言語化し、他者に表出する時

間である。以上のことを目標にさまざまな形で受信と発信の授業を設けた。

本稿ではその中から、 5つの授業実践を紹介するが、特に、投書を読んだ後、

学習者間で、対話を行った「読んで話そうjについての記述を厚くする。「読んで

話そう」はクラス開始時から 12回シリーズの長期にわたって行った点、また 1

つの実践を厚く2自重することにより、学習者が受信と発信をしながら学ぶ過程が

明示できる点による。

6-1.投書を読んでの対話「読んで話そう」

6-1ー1圃「読んで話そう」一対話を生み出すためにー

新聞を使った教育、活動はN1 E (Newspaper in Education) と呼ばれ日本

の小学校、中学校、高校でも積極的に取り組まれるようになってきている。新聞

から題材をとって、学習用の教材を作ることは、日本語教育の中上級のクラスで

も大変多い。社会性のあるテーマは社会の動きを知ることができるばかりではな

く、社会的なテーマを題材にした発展的な話し合いに結びつけることができるか

らである。しかし、ここで対話を生み出すための教材として紹介するのは新聞の

投書、朝日新聞の「若い世代」とL寸投書文を扱った教材である。 2009年4月
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のクラス開始時から、 1回30~35 分、 4 月~12 月までの聞に全 12 回行った。

(資料1)

この投書欄では、 10代、 20代の若い人の投書が多く採用され、社会性のある

テーマというより、学習者に近い、身近なテーマを扱っていることが多かった。

また、外国人からの投書も含まれていた。よってこの投書を教材とする場合、以

下の長所が考えられた。

①投書を書いた人と学百者の世代が近く、具体的で身近なテーマが多い。

②使われている語葉や文章が平易で、あり、内容を把握しやすく、また鰹時間で

読める。

③内寄は意見文であるので、それに対する賛成や反対が首いやすく、クラスメ

ートとの自由で発展的な対話が成立しやすい。

これらの点が学習者に適していると考えらオし対話を前提とした速読用の教材

として用いた。投書の内容は多様であり、学習者をさまざまな視点から対話へと

導いた。例としては、「簡単に離婚しなL、ほうがi'P。一度結婚したのなら離婚

を考えず相手を愛し続けてほいリという内容を投書した 10代からの投書、また、

「すぐに英語を教えてという人が多いが、まずは親しくなることが先ではないかJ
という 20代米国人からの投書、「車内での化粧は下品だからやめてほしLリとい

う内容などである。(資料2)

お互いの意見を言う時間は、各学習者に十分に話す機会が保障されるよう l対

1での対話を基本とした。技能としての会話を考えた場合、話をする相手と語葉

力や会話力に差があると、双方の学習者にとって凶難さを感じる場合が多い。し

かし、平易な短い文章と教師の語葉の解説によって学習者に内容理解がで、きてい

ること、また、読んだばかりのトピックなので、他者はどう考えるだろうかとい

う動機づけがなされていることにより、会話力の差にあまり大きな影響を受けず

に活発な話し合いが行われるのではないかと予想された。また、本教材の使用に

よって会話力の伸長以外に、以下のような面も期待された。

①初見の文章を短い時間で読み、理解する(読解力)

②中級学習者として、教科書以外の語葉を広げる(語意力)

③応用的な話し合いの場で、相手の意見を聞いて話す(聴解力+会話力)

2回の学習後、学習者には「読んで話そう」の学び方を示したプリントを円師

した。(資料3)
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6-1 -2. r読んで話そう」ー授業の手順一

投書文を読んで話す授業の子順は、以下の通りである。

①読解(対話に向けての準備) 5 分~ 10分

各自黙読。学習者は辞書を使わずに大体の内容を把握する。読み終わった人

は辞書を引いて語句を確認日

②語葉(対話に向けての準備) 5分-10分

学習者が読み終わった頃、教師は文章全体を読み、文中の難しい語句・表現

を簡単に解説するO

③対話(対話を通し他者の考えを知る)10 ~ 15分

学習者間で読んだ内容について対話を行う。この「対話」部分が本授業のメ

インとなる。学習者は2人1組になって、書いてある内容について、お互い

がどのように忠、ったか、自分達の意見、これまでの経験、考えなどを百い合

う。自分達の来甥貴から話題が広がってpき、投書の内容と直接関係ない話題

になってもよい。

④対話終了後、学習者はクラス全体にどのような話をしたかを口頭で紹介する。

5~ 10分

6-1 -3. r読んで話そう」一対話による「学びJの可視化ー

2009年度に実施した「読んで話そう」では、授業の最後に、それぞれのベア

がどのような話をしたかを口頭で発表した山。学習者間で話された内容は多岐に

渡り、他の学習者にとっても興味深い示唆を含むと思われるものがあったが、日

本語の点から、発表された内容が分かりにくい場合があり、クラス全員にはその

内容の全ては伝わっていないと思われた。

そこで、教師(筆者)は学習者の発表を聞きながら分かりにくい点を尋ね、授

業終了後に、学習者の発表を文字化した。その際、教師(筆者)側から見えた「学

習者の学び」も併せて記述し、学びを可視化して学習者に示す文書(表1)を作成し、

配布した。異なった意見を語り合うことがマイナスではないこと、対話によって

学びがあることを学習者に示すことが目的である。この学びを可視化した文書は、

「読んで話そう」全12回中6回作成し、次の「読んで話そう」の時間やホームル

ームで学習者に提示し、学びを確認した。

去1は、 2009年5月25日の学びを可視化したものである。なお、表1の学習
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者番号⑦③及む⑪⑫の「学び」の項の( )部分は、筆者が学習者に対し再考し

てほしいと感じ、加えて示した部分である。

表 1 対話後の学びの可視化 一「読んで話そうJr一家そろえば幸福を感じるJよりー

学習者番号 学習者が話し合った内容 学習者が得た学び

① ② 一家みんながそろわなくても大丈夫 ①と②は、家族は精神

タイ 台湾 なのではないだろうか。大学の時、 的に支えてくれればい

男d性 女性 家族と別れて一人暮らしをしたが、 L 、存在であり、住む場

友達と遊んだりして過ごすことがで 所が違っていてもやっ

きた。自分ひとりで暮らしてみて思 ていけるし大丈夫だと

ったのは、家族は精神的に支えてく 話しあった。二人はそ

れればいいということだ。 の理由を経験を通して

語りあうことができた。

③ ④ 2人の意見が分かれた。①は、両親 「家族と一緒に暮らすこ

台湾 台湾 はちょっとうるさいので、一人暮ら とJに対する、異なっ

男性 女性 しも，普くないと思っていて、一人で た意見を言い合いなが

暮らすことに慣れたと感じている。 ら、異なった価値観を

一方、④は一人暮らしに慣れていな 持つクラスメートがい

L 、と感じている。家族の声が聞こえ ることを矢口ることがで

ない状況を寂しpと感じている。 きた。

⑤ ⑥ ⑥は来日前、ずっと両親と暮らして ⑥は親と常に一緒にい

台湾 シン いて一日も離れたことがなかった。 る状況から、来日によ

女性 ガポ 誰でも友人と旅行ぐらいはあると思 りl脱Zっ皮ぴ した自分を振り

ール うが、⑥は友人と卒業旅行をしたこ 返ることができた。⑤

女性 ともなかった。一方、⑤は大学時代、 は、親と離れることに

一人暮らしをしていた。卒業後、家 よって、親が自分を頼

族の住む家に戻ったら、母は自分に るようになったことを

L 、ろいろな話をしてきたりキ目i談して 改めて考えることがで

きたりするようになったと感じた。 きた。
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⑦ ③ ③の姉妹はそれぞオし子どもの頃か 家族と離れて暮らした

台湾 タイ らi)ろいろな場所に行っている。③ 経験を振り返ることが

女性 女性 が8歳の時、③の姉はオーストラリ できた。(その経験を

アに行ってしまった。また、③自身 今の自分達は、どのよ

も11歳の時、オーストラリアに行 うに評価しているのか、

った。 2番目、 3番目の姉はアメリ 良かったと思うか、寂

カに行った。⑦も犬学時代、家を出 しL、ことだったと思う

て台北の大学に行った。 か、それを特別なこと

だと思うかを考えてみ

て下さい。)

⑨ ⑮ ⑨がイギリスにいた期間は、 13歳 自分の家族との関わり

タイ タイ から 23歳までの期間だ。その問、 を振り返ることができ

男性 男'性 家族に頻繁に電話をすることはなか た。家族と過ごす時間

った。仲が悪いわけで、はなく、タイ の多さと少なさ、また、

に戻ってきた時は、休みにはいつも 家族の人数の多さと少

家族と一緒にゴルフに行っていた。 なさなど、自分の経験

⑩の家は、家族がたくさんいて、皆 と考えを述べることが

で一つ屋根の下に住んでいる。家族 できた。

が多すぎるので、一人だと落ち着く

と感じる。

⑪ ⑫ ⑪は、中学生の頃から、父親の仕事 自分の家族との関わり

中国 韓国 の関係で、父親と離れて暮らしてい を振り返ることができ

女J性 女性 る。⑫は、日本に来てから、家族が た。(その経験を今の自

どんなに大切かを感じるようになっ 分達はどのように評価

た。来日前まで、両親と弟と自分の しているのか、良かっ

4人がいつも一緒にいた。 たと思うか、寂しいこ

とだったと思うか、そ

れを特別なことだと思

うか考えて下部、。)
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⑬ ⑭ 2人の a致した意見だが、やはり家 家族がいないと寂しく

タイ 韓国 族はそろっていたほうがいいと感じ 感じるという意見を述

女性 女性 る。⑬は 10人家族で、⑭は4人家 べあいながら、家族の

族である。 4人の中の一人でもいな 大切さを改めて認識で

いと、寂しいと感じるものだ。兄が きた。家族と過ごした

軍隊に行っていなくなった時、家が 時間を通して、そう思

暗くなったと感じた。今、母から毎 うようになったことを

日電話が来る。また兄からも時々電 振り返ることができた。

話が来る。

投書を読んで話す教材「読んで話そう」では、学習者の考えの徹底的な言語化

を求めた。その目的は、①日本語が自分の考えや組験を表出するための手段であ

ることの意識化、②会話力の向上、③差異がある他者との関係の成立である。日

本語によって、自分の考えや経験を表出できる訓練の繰り返しを通じ、学習者は

他者の考えや組験に触れる機会も得ることになった。「読んで、話そう」を4月の

クラス開始時から定期的に行ったが、それは教室を「学びの共同体jとする素地

作りでもあった。教師の役割は教室をデザインすることであり、また主体である

学宵者を支える黒子になることであった。

6-2.差異を考える教材一 VTR教材「一期一会 キミにききたい!J一

学習者が教窒で対話を成立させ、かつ対話を楽しみ、学習者同士の関係性を構

築する鍵の 1つに、差異への許容があると考えられた。学習者に差異について考

えてもらうこと、価値観の壁や異文化の曙を乗り越えてもらう目的で見せた VTR

が、 NHK教育テレピの番組『一期一会 キミにききたい!.iという番組の録画

VTRである。

この番組は、一般公募で選ばれた、現実には知り合うことがない対極の2人を

“イチゴ(一期)さん"“イチエ(一会)さん"と名付け出会いを演出している。“イ

チゴさん"に出会うのは、全く正反対の考えを持つ“イチエさん"である。お互いが、

日常で、は決して踏み入れることはない相手の現場を訪ね、相手の考え方をゆっく

り聞き、相手の生活を見てL、く。異なったライブスタイルや、考え方の遣う 2人が、

出会いによってどう変化していくのか、お互いの価値観の壁を乗り越えられるか
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どうかを番組は追っている。

学習者が視聴した同 (2007年4月21日放映)自に登場したのは、同じ日本人、

|口l性(女性)、年齢も共に 20歳という 2人であるが、考え方、感じ方、生活が全

く違う異文化の2人である。この番組を学習者が干期車することによって、学習者

の学びとして期待したのは以下の5点であった。①差異があることについて考え

る。②かつて自分が差異ある他者と出会った時のことを振り返り、これから差異

がある他者に出会った時の対処のヒントを自分の組験の中に見つける。⑦番組内

で登喝した人が、差異のある他者の意見を聞き、相手をE里解しようとしていた点、

また自分を語ることによって自分を知ってもらおうとしていた点から学ぶ。④差

異のあるまま親しくなる番組内の例から学ぶ。⑤同じ国の中に生育しても「異文

出「価値観の劃がある場合を考えてみる。

視聴後、学習者は差異のある他者との接触の組験を振り返るための作文を書い

た。作文への指示は「あなたは『異なったライフスタイルJlや『異文化jr価値

観の監lを持つ人とうまくつきあっていけると思いますか。自分の経験を書いて

ください。自分の国での経験でもいいですJというものであった。学習者の作文

には差異のある人とどのようにつきあってきたかの過去の具体的な組験を書いて

あるものが多く、うまくやっていける、いけないという双方の意見が出された。

それに対し教師(筆者)から一人ひとりにコメントを書いて返却した。コメント

は「これまでの差異のある他者との出会いの経験が、これから日本で出会う異文

化の人々とのつきあいで生かされるとよいのではないでしょうか」などであり、

学習者がそれらのコメントを見るごとにより、過去への振り返りがクラスにいる

他者との関係の構築につながることをR耳侍したものである。それは対話における

意見の異なりを許容することへの期待でもあった。

6月中旬にこの授業をしたのだが、その前週に大学生との交流会註6を行い、様々

なテーマについて自分の意見を邑う機会を学習者は持っていた。クラスメー卜と

であれ日本人とであれ、対話によって他者との意見の差異に気づく時期である。

夏休み前にこの授業を行ったのは、クラス開始から早い時期に番組の例から学ん

でほしいという意図があった。

6-3. ピア・リーディング

上級の授業では、教科書証7の様々なテーマに沿って、新聞、テレビ番組の録画、
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雑誌などから生教材を収集し教材化を行う。どのテーマにおいても学習者間で意

見を交わし合う授業を行っているが、そのうちの2回、 10月と 2月に使閉した

教材では、ピア・リーディング用の読解教材を作成し、ピア・リーディングを行

った。

1回目は 11，ーソナ)~・スペースJ (教科書L13からの発展)というテーマに

関連して作成したフリーペーパーの記事である。混んでいる電車の乗り心地につ

いて、心理学者によって書かれたシリーズもの4回の記事日 8を使い、 4種類の読

解教材および会話プリントを作成した。(資料4、資料5)

教師の黒子としての役割は、このテキストの教材化であった。主体となった学

習者のピア・ 1)ーディングの活動は以下の通りである。

①学習者はそれぞれがいずれかのF岬教材(以下テキスト)を読み解答を記入

する。

②同じテキストを読んだ学習者同士 (3~4人)が集まり、読解の答え合わせ

を行いながら内容確認を行う。

③次に4種類それぞれ異なるテキストを読んだ学習者が4人集まり、お互いが

読んだ記事の内容を他者に伝達する。

④伝達された内容の分からない点を尋ねた後、それそ守れに関連した自分の経験

や意見を言い合う。会話のプリントlこ沿って話してもよい。

①において行われるのは、学習者とテキストとの[対話Jである。その内容を

学習者本人が考える時、自己と自己との「対話jが行われる。③、④においては

他者に対し、考えや経験を吉語化して行う「対話jが始まる。

2回目のピア・リーディングは「多文化共生J(掛糟L15からの発展)を扱

った教材において行われた。この時は3種類の全く異なる素材(新聞記事、書籍

2 冊)註 9から 3種類の読解教材を作った後、上記:D~④の手I1贋で、同様に行った。

6-4.協働で作る詩ー谷川俊太郎の実践からー

朝日新聞主催で、詩人谷川俊太郎が小学校を訪ね、詩「生きる」の授業註 LOを

行った。本授業は、谷川の授業実践を応用し、対話の授業へとつなげた授業デザ‘

インであり、文学の授業の一環として詩を学習する中で12月に行った。

谷川の詩「生きる」を鑑賞した後、学習者それぞれが自分にとっての「生きるJ
とは何かを内省し、それを 1行で書く。その後、それぞれが作成した 1行を合わ
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せてー編の詩にした後、学習者自身の言葉で語られた新たな詩「生きるJを鑑賞

した。(資料6)

記事によると、谷川の授業では、詩を作る際に有効な言葉の使い方の指導が児

童とのやりとりの中でなされていたが、 、本授業ではそれらの指導は行っていない。

自分達の 1行によって作られた詩の鑑賞後は、自分が書いた 1行がなぜ自分にと

っての「生きる」ことになるのかを、言語化して他者に伝える対話の授業へと続

けた。学習者は自分にとっての「生きる」とは何かを語る時、その背景を他者に

語ることになる。本授業ではその語る部分を主眼においた。

佐藤、池田・舘岡が述べる協同(協働)の3つの対話で言うと、谷111の詩「生

きる」を鑑賞する時に「教材との対話」、自分の1行を考える時「自己との対話J、
他者に伝達・解説する時「他者との対話」が行われるということになる。

6-5. r講義を聴く」ー聴く授業を対話型の授業にー

教師が初級の日本語学習者に日本語を使って教える場合、難易度の高い語葉を

他の語に言い換え、学習者が理解しやすい日本語で話す場合があるが、中上級の

学習者に対してはスピードや使用語葉を劇酌することなく、日本語話者に対する

のと同じように話せるようになる。テレビで放映された番組をそのまま聴解VTR

として使用できるほど聴解力がついてくるからであるが、内容や語葉が難しいと

判断した場合には、中上級の学習者に対しでも語葉の補助プリントを準備したり

解説を行ったりしている。これは日本語学校では可能なことであるが、専門学校、

大学、大学院では望めない。よって進学先の学習への準備として、例年、①ノー

マルスピードで、告洋習者の知らなL、語葉を含めて、匂洋習者が知らない内容で、

「講義を聴く」ことを体験する授業を行っている。講義は教師以外が行うことが

望ましいが、場合により①~③に留意し日本語教師が行っている。

2009年度は上級L13と関連させ「ハウスシェア、ルームシェアjについて、

1月末に教師(筆者)が講義を行った桂110 その際、講義を聴くことだけで完了とは

せずに、次のような手順で対話の授業へと転換した。

①講義を聴く前、教師は学習者にポイントとなる質問事項を書いたプリントを

配布する。学習者は講義 (30分間支)を聞く。

②講義終了後、学習者に質問事項に記入するように伝える。学習者は分かる項

目に記入する。(資料7)
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③ペアになり、対話相手と共に、自分の書いた質問項目の解答の不備を埋める。

どちらかが聞き取れなかった場合は、一方がもう一方に内容を伝達する。

④最後に、講義のテーマであったハウスシェアについてどう思うか、ハウスシ

ェアの理想のかたちはどういうものかなど、講義を発展させた内容について

意見やその根拠、経験を語り合う。

上記の子順にしたがって、「ハウスシェア、ルームシェア」の講義を始めたと

ころ、速記者のようにメモを取ろうとする学習者も見られた。しかし、通常の授

業とは異なる話の展開や話し方の速さに全てを記述するのは難しいようであっ

た。講義終了後、学習者同士で聞き漏らしたところや理解できなかったところに

関し、尋ね合うとL寸作業がなされた。留学生にとっては、講義を聴L、た後、分

からなかったところを他者(講義を共に聴いた人、または講師)に尋ねることは、

講義理解へのストラテジーの 1つとなるだろう。また講義の内容を大きく掴み取

り、そのテーマについて語ることができるかどうかは卒業後の学習にとって重要

な点となる。この学習を通じて、学習者は「分からない部分を他者の力を借りて

でも理解するJIテーマについて自分の意見を言う」という学びを意識したので

はないだろうか。

7.調査結果

このように、年聞を通じ、様々な授業の中で対話を重視し、内省の言語化、伝達、

他者の話を聞くとL寸作業を繰り返した。学習者は「対話」を重視した授業デザ

インをどう思ったのだろうか。学習者に対し、対話型の学習について、質問紙に

よる調査を苅面した。

アンケートによる調査項目は3つである。 1つめは「対話を重視した授業を行

ったことによる日本語面での変化」、 2つめは「思考面での変化」、 3つめは「ピア・

ラーニングに対する意見」である。

1つ目の質問の文章は、「クラスメートに対し、自分の考えを述べること、また、

相手の話を聞くということを、いろいろな話題で行いました。そのことについて

あなたが感じたことを書いてくださ)，)JI日本語の面について」である。 2つ日は、

同じ質問の「考え方(思考)の面について」であり、学習者はそれぞれを別項目と

して記述した。 3つ目は「これまでのような読解(各自が読んだ後、先生が主導
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で行う目捕手)と比べてピア・ラーニングをどう思いましたか」という聞いである。

以上3点について学習者が自由に記述した文章から、それぞれ健となる概念を

抽出し、同じカテゴリーごとに分類して集計したものが、表2、表3、表4である。

7-1. 日本語面での変化

日本語面の変化について学習者の記述で最も多かったのが「棺手の日本語表現

を聞いて自分が使用できるようになった]ということであったo I他人の意見を

聞く時、内容だけでなく意見を述べる表現を勉強することができたJ(タイ男性)、

「私はもともと日本語が話せないから、文法が分かるが使えなかった。国で半年

くらい勉強しただけ。いつもクラスメー卜の話し方をマネした。そのおかげでど

んどん話せるようになったJ(台湾女性)など他者の使用した語葉・表現を使っ

てみることによる学びが大きかったとする学習者が多かった。

「聞く力」については「相手の言っていることも理解できるようになった。た

とえ相手の日本語が難しくても、下手でも、自分は意昧を予測するのができてい

るJという回答があった。これは2種類の聞く能力がついたことへの言及である。

対話する相手の使用する語葉が難しかったり早かったりして困難さを感じる場合

であオぃ相子の日本語が拙くて理解しづらい場合であオし相手の話すことの意図

を予測できる力がついたということである。

その他、「少しだけのミスは相手も気にしない。クラスメー卜と会話していると、

緊張感もそんなに高くなpJ(台湾女性)というリラックスした会話ができたこと、

また「話し合う時に、まちがっているところはみんなが先生ではないけど、一緒

に日本語の勉強をしている仲間として教えあったりしたところがよかったJ(韓

国女性)というように、対話の中では日本語の学び合いがあったことについて書

かれていた。

授業観察中にも、学習者が他の学留者を補助している様子が観察された。それ

は対話の最中に相手のごとばがつまると、補うことばを提示し、相手が話しやす

L 、状況を作りながら対話が進んでいくことであった。
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表2 対話による変化(日本語面)

内訳

対話による変化(日本語面) 合計 シンガ
」口:i'~ タイ 韓国

ポール
中国

相手の日本語表現を聞いて
6 3 2 1 

自分が使用できるようになる

会話力、日本語力の向上 4 1 1 1 1 

聞く力傭解力の向幻 1 

聞く力(相手が上手でも下手 2 

でも予想できる力の獲得)
1 

相手の日本語を聞いてうまく
2 1 1 

なりたい意欲が向上する

ミスを犯すのではないかとい

う緊張がない会話の成立
2 2 

自分のミスの気づき 1 1 

自分が下子だという気づき 1 1 

互いの誤りを学生同士で教え
1 1 

あえる

*表2-表4 回答の回収 19人。複数凶苓 (2つまで)が含まれているロ

7-2.思考面での変化

思考面での変化についての回答で-番多かったのが「自分の考え方が広くなっ

た。深くなった」という内容のものであった。「友達の人々はそれぞれの考え方

が遣う。自分の考えと合っていることもあれば、合っていないこともある。その

ことから、私は人聞の考えがもっと理解できるようになったJ(タイ男性)、 h、ろ

んな同のクラスメートと話しあって、色々な考え方があるということが、ちゃん

とわかりました。始めにはよく理解できないところもありましたが、何回も話し

合いながら、どんどん理解できましたJ(韓国女性)など、様々な意見があるこ

とを知ったことから他者への理解が進み、考え方が広くなったことを述べている

回答が多かったo I (他の人と)ちょっと違ってもかまわないです。たくさん人と
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話し合って、交流して、これこそ私たちがここで勉強する怠義だと思いますJ(台

湾女性)などがあり、学習者は対話の中で意見に差異があったことをプラスに捉

えていた。

「自分の考えに変化が起きたJというのは、対話をするうちに、他者の影響を

受け、これまでと違った考えを持つようになったという回答であった。「寛容の

確立」とは「同じことに対して、一人一人に自分の意見がある。そんな遣いを認

めながら、付き合うのが大切だと思うようになったJ(中国女性)というもので

ある。自己や他者を変えるのではなく、意見の「違いを認めながらつきあう」こ

との気づきには、他者への寛容の獲得が示されているのではないだろうか。それ

が異文化の学習者問で起こったことを考えると、異文化問トレランスの獲得とも

言えるだろう。

表3 対話による変化(思考面)

内訳

対話による変化(思考画) 合計 シン方、
台湾 タイ 韓国

ポール
中国

自分の考え方が広く深くなっ

た
7 1 3 2 1 

差異による学びの認識 6 3 2 1 

自分の考えに変化が起きた 3 1 1 1 

国籍で括れない人聞を意識し

た
1 1 

いろいろな国の文化を意識 1 1 

寛容の確立 1 1 

日本語で思考するようになっ

た
1 1 

他者の考えの深さを知った 1 1 

特に意識していない 1 1 
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倉地(2002)は、相互扶助的な対話的状況の中での「異文化学習の対等なノトト

ナー」との対話は「双方向的な学習による人間形成や、双方の援助要請を満たす

可能性を拓き出」すと述べ、「異文化問の対話が始まり、双方向的な異文化学習

が発動する中で、両者はともに異文化学習者となり、お的、にとっての学習援助

者となるJ)山兄が期待されると述べている。倉地は対話によって宅まれる学び、が、

日本語の学力以外、人間形成や異文化の学びなど、考え方・思考にも広がること

に言及している。

7-3.ピア・リーディングへの評価

表4はピア・リーディングに対する学習者の回答を分析したものである。教師

が主導して行われる通常の読解と比較し、どのような感想を持ったかを学習者に

記述してもらい、その中から上位概念を抽出したところ、表4のように「伝達能

力の向上Jl'授業の面白さJ1内容理局曜の深化」が挙がった。特に「伝達能力の向上」

という回答は台湾人の学習者に多く、「とてもおもしろかったと思います。みん

なそれぞれ遣う文章を読んで、他の人は一体どんな文章を読んでいるか、すごく

気になっていて、矢口りたくなりました。なのでクラスメートの紹介の時間(クラ

スメー卜が読んだテキストを紹介してくれる時間)はとても楽しみにしています。

自分的にもクラスメートに伝える(伝えられる)ように何回も説明の内容を練習

しましたJ(台湾女性)など、伝達できるようになった背景には、ピアにテキス

トを伝える必要性を感じた学習者側の努力があったことが明らかになった。

内容理解の深化として挙げられていたのは「ふつうの芳法の読解をする時には、

その文についての自分の考えは、ただ考えているだけでした。でも、ピア・ラー

ニングで勉強する時には、私の考えを他の人に説明したり相手の話を聞いたりし

て、説明する力や、他の人の意見を聞いて、それをまた自分なりに理解する力が

できたと思うJ(韓国女性)、「先生が答えを伝える場合はすぐ忘れてしまうが、も

し自分と友達と話し合って、自分の考えをくわえて(くわえたら)、ずっとおぼ

えられますJ(タイ女性)、「このようにすると、 100%ぐらい授業の内容が分かる

と思います。自分の力プラス先生たち(教師と周りの学習者)の協力で、授業を

吸収して、これこそ向分のものになるJ(台湾女性)など、学習の過程において

理解が深まったとする学習者が多かった。
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[とてもおもしろくて、やりがいもある。自分が文章を読む時、わからないと

ごろがあったら、辞書を持っていてもわからない場合がある。ピア・ラーニンゲ

では友だちに聞けるから、勉強するのが楽になった。普通の読解がつまらないと

思うようになってくるJ(シンガボムル女性)など、辞書だけでなくクラスメー

トの力を借りて理解ができるようになる面白さに言及している回答もあった。

19名のうち 18名から肯定的な意見が出されたが、 1名からは教師主導の時間

も追加したほうがよいという要求が出された。それは「私はピア・ラ一二ングは

良くて、印象的になれるが、その後もう一度先生が説明したほうがもっといいと

思う O 先生が説明してくれたら、間違い部分も発見され直せると思うJ(台湾女性)

というものであった。

表4 ピア・リーディングの授業への学習者評価

内訳

j~指百の授業への学習者評価 合計 シンガ
台湾 タイ 韓国

ポール
中国

伝達能力の向上 5 5 

授業の面白さ 5 2 2 1 

内容埋解の深化 5 1 2 2 

自分で考える力の向上 3 1 2 

頑張ろうという J斡大の向上 2 1 1 

十見聖子の拡大 1 1 

教師主導の時間の追加要求 1 1 
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8. まとめ

授業の実践とその観察、および質問紙による調査によって「学習者間の対話を

重視した協働学習」について得られた知見は以下の3つである。

1つ目は、対話を重視した学習では、学習者は対話のプロセスにおいて、仲間

の学習者によって日本語が習得できたという自覚があることである。つまり、学

習者は教師からではない学びが生まれたことを自覚したということになる。学習

仲間の日本語表現を聞き、それを取り入オl、使用できるようになったこと、また、

相手の日本語がどのようなものであっても、それを理解できるようになったこと

への言及は、学習者間で学びが行われていたことの証左であろう。

2つ日に、学習者は、自分自身の考えが対話の授業を通じて広く深くなったと

考えていることである。彼らは他者との意見の交換により、自分と他者の意見に

差異があることを認識し、それはあって当然であると考えている。対話による思

考の面での学習者評価には、自分自身の精神的成長を挙げた回答が多かった。

3つ目に、ピア・リーディングでは複合的な学びが獲得できていたことである。

読解に関しては、読みの深化が起こり内容を深く理解できるようになったこと、

また会話に関しては伝達能力が向上したことに学習者は言及している。

面白く参加できたというプラス評価が多かったが、その一方、教師による解

説を求める学習者もゼ、ロではなかったという点にも注意しなくてはいけないだろ

つ。

本実践で学習者に求めたことは、自己を内省し、考えや経験を言語化すること、

そして、他者とやりとりする対話を通じて日本語力や他者とのコミュニケーショ

ン能力を高め、社会性を構築することであった。学習者を主体とした協働の授業

が、 言語能力を高めることにおいても、他者との社会性を築くことにおいても、

有効な授業デザインではないかと考えられるが、学習者にその学習の意昧を伝え、

動機付けを行うことは肝要で、あろう。受信と発信を目指す「学びの共同体」づくり、

対話型の授業実践を、初級、中級のクラスでも取り入れていくことをこれからの

課題としたい。
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注

(1)佐藤学は「協同」、池田・舘岡は「協働」の文字を使用している。材高では、どちらも他

者との対話による学び、社会性の構築という怠昧で用い区別していない。ただし、佐藤の

文献からの引用には「協同」、池田・舘聞からの号|用には「協働jの文字を用いた。

(2) 4月クラス開始当初は、国籍はタイ 5名、韓国2名、台湾6名、中国1名、シンガポール

1名の 15名であった。 1名がクラス移動をし 14名となった後、 6名が新たに加わった。

(3) r文化Iド級日本語日jt文化外国語専門学樹からスター卜した。

(4) 2009年度の実践(本稿での報告)ではペアになった2人のうちのどちらかが対話した内

容を口頭で発表したが、同教材を佼用した 2007-2008年度の実践では学習者の発表時

間は設けず、十JL問巡視時に採取した内容の 1っか2つを教師が紹介するだけであった。

(5 )番組のHPは以下の通り。 (2010年9月)

http://archives.nhk.or .jp/ chronicle/Bl 0002200090704220030094/ 

(6) 2009年度は日本人との交流が2同行われた。 6月に大学生と、 7月に高校生と、各1回

ずつである。留学坐と日本人が交ざった小クワLーフ。を作り、犬学生との場合はいくつかの

テーマについて、高校生との場合は自由に話す形で交流が行われた。

(7)松田浩志、阿自院自子、亀田美保、桑原直子、田口典子 (2006)rテーマ別 上級で学ぶ日

本語<改訂版>Jl研究社

(8)東京都交通局発行のフリーマガジン『ぐるっと東京 都営交通インフォーメーション』に

載った渋谷国三「乗りごこち心理学1J- I乗りごこち心理学4J、2003年陽春創刊号、

2003年夏号、 2003年秋号、 2003年冬号の4つを読解として教材化。内容は口車問時プ

レッシャーを少なくする知恵J、日昼勤・通学時聞を有効活用する」、「車内マナーは相子に

対する思いやりJ、「それでもあなたは電車の中で化粧をしますか」である。番組のHPは

以下の通り。 (2010年9月)

http://www.kotsu.metro.tokyo.jp/newsevent/magazine/guruttoI200301/index.html 

(9)朝日新聞『アジアズームイン 見知らぬ「母国」でJl 1-3、多田洋子 (1995)r外国人

南学生のカルチャー・ショック』南雲堂、山脇啓造+横浜市立いちょう小学校編 (2005)

『多文化共生の学校づくり 横浜市加、ちょう小学校の挑判明石書屈を教材化したの

(10)朝日新聞『オーサー・ピジットjir生きるって何J考えたJ2008年12月5日掲載。谷

川俊太郎が富士見市立勝骨ト学校を訪ねて、児童と共に自身の詩「生きる」を使って授業。

児童」人ひとりが「生きるjを考え、皆で詩を作る授業を行った。

(11)上級の教科書 (Wテーマ別 上級で学ぶ日本語<改訂版>Jl) L 13の発展の 1つとして、

プライパシーの問題を吸った。その関連として「ルームシェア、ハウスシェアJを取りヒ

げた。
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資料 1 r読んで話そうjで、扱った投書文(配布プリント例)

朝日新関投書 I若い悦代」より

読んで話そう (1) 

次の文章を読んでください。(朝日新聞 I阜、世1-¥:0006年 5月28日)

I選んだ十目ずを愛し続けたし、l 高校生 x x x x (広島県XX市 15歳)

あなたは一度決めた入金生涯愛し続ける自信がありますかっ最近、愛の冷め切った夫婦が多く

いますが、そんな人たちに中には、お金や肩書きを自告てに結持した人も少なくないのではな

L 、でし上うか。

なぜそんな気持ちで人生最大とも言える選択をしてしまうのでしょう。私はそういう人たち

のようにはなりたくないのです。年会取っても、選んだ相手のことを一番好きでいたいのです。

結締が人生の是正場だなんて、間違っても思いたくないのです。

しかし愛がさめてしまうのは、ある意味では仕方のないことのようです。確かにそんなこと

があるかもしれません。そこで負けるなら、その程度の気持ちだったということでしょう。

在いうちに結婚したからといって、主商をwかず愛し続けて下さい。負けたら人生の終わり

だというくらいの気持ちで、あなたの人生をかけて下さい。

*読み終わった人は、知らない単語を辞書で調八てくだ主い。

*読み終わった人は、漢字の読み方を辞書で調べてくださいυ

*時間のと主い人l土、調べなくてもだL、じようぶですc だいたいの内寝泊五

わかっていればいいです。あとでクラスメートと話します。

読んで話そう (6) 

次の文挙を読んでください。(朝日新聞「若い世代 J2006年 6月 1t 13) 

「一家そろえば幸福を感じる j 中学生 xxx x (東京xx市 15歳)

私にとって家族の楽しみとは、 家がそろって暮らせることだ。そう思うようになったのは

設近のことだ。私の父はずっと単身赴任だったので、家族がそろうことが少なかった。しかし、

去年の冬から家族 4人そろって暮らせるようになった。

この4月、私の兄の誕生日に、みんなでご飯を食べに行ってケーキを食べた。久々に楽しか

った。こんなに楽しく感じたのは家族そろっての誕生日会だったからだと思う。家族全員でい

られることは幸せだなあ、と感じる。しかし、楽しいばかりでなく兄弟げんかすることもある。

自分の意見が通らなくて嫌だと思うこともある。でも、 4人いれば違う意見もあり、我慢する

ことも大切なのかなと思九私にとって、家族はすごく大切で、家族で暮らせる幸せな時聞を

もっともっと大切にしていきたいたいと思っている。

-教材 I読んで話そう (6)J にも、 f読んで話そう (1)J と同じ*部分をいれた。
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資料2 r読んで話そう」教材内容一覧

朝日新聞投書 I若い世代」より

回数 タイトノレ/授業実施日 授奮した人 内容

(1) 「選んだ相手を愛し続 高校生 ・15歳 愛の冷め切った夫婦が多いのではなL、か 0 若いうち

けたし、12009年 4/20 に結婚した場合でも手聞を省かず愛し続けてほ しL、。

(2) rf可か額む前に親しく 大学生 ・23歳 名前も知らぬ人に I英語を教えて lと言われることが

なって 15/ 1 (米国) ある。他人に頼む時は親しくなってからが礼儀。

(3) I負けず嫌いがうらや 中学生・ 13歳 人と競い合う中で伸びる能力もあると思うが、自分は

まL¥'1 5/8 負けるのが悔しくな¥'0 時にそれがマイナスに。

(4) f携衝の使用は料金を 中学生 ・15旗 I携得持つには自分で稼いでlという投蓄を読んで考

考えて 15112 えた。親が一生懸命稼いだお金、無駄にできない。

(5) l優先席の占拠、決 して 中学生 ・14歳 体がどこも悪くなさそうな人が優先馬に座る。車内で

しなL、J5i15 携帯を使う。なぜだろうか。 ft.は優先席に座らなL、。

(6) !一家そろえば幸福を 中学生・ 15歳 ずっ止単身赴任だった父が戻ってきた。家族全員でい

感じる 15/25 られることを幸せだと感じる。

(7) I売れ残りのパン処分 高校生・ 18歳 アノレバイトで売れ残ったパンを処分しなくてはなら

に罪悪感J7110 ない。 1年で数千個の処分。 H主界の人々を思う。

(8) 「車内の化粧は絶対 アルバイト・ 若者 ・OL・主婦くらいの年齢の人でも車内で化粧を

下品です。 10/9 21歳 する。場所をわきまえない行動は下品。考えてほしい。

(9) f老夫婦に見たあるべ 短大生 ・18歳 おじい占んが車精子を押しおばあさんを連れてハン

き姿J10/23 パーガーを食べに来る。見てて幸せな気持ちになる。

(10) I米国人という型には 大学生・ 22歳 自分は茶色の目のハーフの日系米人だ。中国系米人を

めるなJ12/1 (米国) 紹介する止日本人は篤く。型にはめずに見てほしい。

(11) I隣の人となぜ話せな 高校生 ・17歳 車内で勉強中、見知らぬ人に話しかけられ話していた

L 、σ)7ぅ、11218 ら奇異な目で見られた。隣にいた人と話すのは変か。

(12) [叱るつらさがよくわ 高校生 ・18巌 後輩を叱ったら疲労感が残った。叱る行為はお!i¥、を

かった J12114 不快にさせる。叱る辛さがわかった。
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資料3 r読んで話そうj学び方プリント(学習者国布用)

f読んで話そう J

みなさんは I読んで話そう j 合2阿しました。自分のやりゐをチェックしましょう!

l 大体の内容をつかむ。

2 読み終わったら、いろいろな表現や言葉を覚えようとしていますかっ

I愛が冷める l、 「冷め切る l、 「お金会目当てにする J、 I肩書き l、 f人生の築場J、

I手聞を省く l、 r~ というくらいの気持ち( r選んだ相手を愛し続けたいlより)

I戸をかけられた j 、 「十中八九I、 |率直J、 「声をかける年」、 「そのζ と自体j 、

I赤の他人J (I(可か頼む前に親しくなってJより)

この文章には、中七級で学ぶような、いろいろな表現があります。

新聞で使われる表土見合覚えると、語審き(ことば)が豊かになります。

3. 友だちと積極的に話しましょう。

① 書かれている内容について、自分はどう思ったか、自分の意見合

自由に言し、ましょう。

② 友だちが話していることに、自分から質問してみましょう。

③ 自由に話しているうちに、話がひろがって、違う話題になってもOKです。

④ 楽しく話しま Lょう。

目的 大学や専門学校で本が読めるように、

日本語でいろいろ話せるように、今から頑張ろう

① 読むことに慣れる(読解 }J)
ロあく

知らない字句や文法があっても内容を把握できるように。

② 日本の若い人が考えていることを知る

③ 問題意識を持った意見に触れ、それによって自分の意見を持つ(考える力)

④ 学習者同士が意見を交わす(会話力)

会話力を伸ばすと共に、他者の意見を知る。

③ 教科書以外の語震を知る(語奏活)

⑥学びあう
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資料4 ピア・リーディング教案

教材乗りごこち心理学Jを教材化したプリント

校能・読解と会話(1. 5コマ)同じ教師が続けて入るとよい。

11 :l，，?亙
手Ii頂:①クラスを 4つに分ける。それぞれのグループ。の人は、 1~4 の別々の読解を読む。

読解の問題に答えるだけではなく、内容もよく担握するように言う。

lの読解を読んだ人たち

v 
aさん、 dさん

bさん、 eさん

C さん、 fさん

mさん、 pさん

nさん、 qさ/ν

。さん、 rさん
，〆

~ 

3の読解を読んだ人たち

2の読解を読んだ人たち

h‘ 
Eさん、 jさん

hさん、 註さん

iさん、 lさん

Sさん、 vさん

Lさん、 w さん

uさん、 xさん

Y 
4の読解を読ん棺人たち

② 様子を見て、読解を読み終わったころ(答えも書き終わったころ)グループρごと

に学生だけで答えあわせをするように指示。

読解として難しい内容の部分も多いので、分か町にくかったところ舎グループの

友達に聞いたり、教えたりするように指示。

*答えは、抜き出す問題というより、まとめて内容を答える問題なので、大体の内容が

もIEえられれげよい。(教師は期間巡視で様子を見る)

*学生たちだけで読解の答えが出そろった頃、解答をグルーフ。に l枚渡してもよい。

正答が出たなら必ずしも渡さなくてよいG

|2コマめ(半コマ)I 
③ 自分が読んだものとは違う読解を読んだ人と新たなグループ(もしくはぺア)を

作る。

④ 会話用のプリントを配旬、新しいグループ(もしくはペア)の人と会話。
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資料5 ピア・リーテeィング 4種の読解(r乗りごこち心理学J)と会話プリント (1/2)

lの校解プリント *実際のプリントには読解の文章がついている。

1. 通勤時、プレッシャーを少なくする知恵トJ

読解を読んで以下の質問に答えてください。

① 東忠;の通勤事情について書きなさい。

② 年間の通勤R，'J間はどのくらいですか。

③ 乗り心地のよさ(快適度)とは何ですか。

④ 人が快適さを保つには何が必要ですか。

⑤ 電車に乗ったとき、どのようにすれば快適さを感じますか。

⑥ パーソナルスペース合作るために人はどんな工夫をしているでしょうか。

2の読解プリント

2. 通勤・通学時間を有効利用するJ

読解を読んで以下の質問に答えてください。

① 侍け(往復で) 2時間以上を電車やパスの中で過ごしている人たちの電車の中

での有効な時間の使い方として、この人は何告とあげてし、去すか。

② どうしてむそとすることが良い時間の使い方なのでしょうか。

L 、ろいろな煙由をあげてみてください。

③ 満員電車で新|剖や雑誌を読んでいるのはなぜでしょう。

④ 省車の中でボーっとしている時間をどのように考えれば、電車を|年りる頃、

どうなりますか(どうなることがありますか) 0 

3の読解プリント

3. 車内マナーは相手に対する J思いやり」

読解を読んで以下の質問に答えてください。

① 大都会にいると人は無意識に I没，、格化l という技を身につけると言われてい

ますが、それはどんなことで、なぜ身についてしまうのですか。

② 混雑した電車内で、来客はさまざまな技を駆使してストレスを阿避しています。

てこっ{Ji]合あげなさい。

③ どんな人がいると周凶に不快な空気が広がりますか。

④ マナーは佃手への思いやりと言われますo i::"のように行動する二とが大切ですか。
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資料5ヒ7・リーテeイン夕、 4種の読解(r乗りごこち心理学J)と会話プリント (2/2)

4の読解プリント

4. それでもあなたは電車の中で化粧をしますか」

読解を読んで以下の質問に答えてください。

① 電車の中に乗っている人はどんな人たちですか。

② 以前、電車の中で化粧をする人が少なかったのはなぜですか。

③ 「人に迷惑をかけていなし、から¥;'¥; ¥ Jという人たちへの反対意見としてどんな

ことが言えますか。

④ 他の人が自分をどう見ているかを意識できる人(公的自己意識が高い人)は、

周りからどう見られるとぎっていま寸か。

会話プリント

*違う読解を読んだ友達と 1~4 について話しましょう。(友達は 1~4 のどれかに

ついての読解をしていますので、 f可容を読んだかを聞いて、それについてはさらに

詳しく質問してみてもいいです。)

自分も相手も読んて、いない内容についても、話してみましょう c

1. 通勤時、プレッシャーを少なくするには、どんな方法がありますか?

2.通勤・通学時聞を有効利用するには、とFんな方法がありますか?

3. 車内マナーとして、守らなくてはいけないものをあげてみてください。

4. あなたは電車の中で化粧をする人をどう思いますか。

ょいと思う、よくないと思う、どちらとも言えないなどの怠見のあと、その煙由

も話してくださし、。

-30 



資料6 学習者の 1行をつなげて作った詩「生きるJ

*谷川俊太郎「生きるJ学習後に作成コ

(協働による詩)

生きているということ | 生きているということ

l 、ま、生きているということ | いま、生きているということ

それは居心地のいい場所を探すこと | それは母と妹と一緒に笑うこと (台湾女性)

(タイ男性) I 両親と一緒に、おしゃべりしながら食事のし

対向な人と一緒に時間を過ごすこと | たくをすること (中国女性)

(タイ女性) I 週末には、家族と一緒に外食に行くこと

愛を教えてくれた人々を安心させること 台湾女性)

(中国女性) I ただ、家族と一緒にL、る幸せを思うこと

それはあなたの笑顔を見ること (タイ女性) I 台湾女性)

生きているということ | 生きているということ

l 、ま、生きているということ | いま、生きているということ

それは朝、元気に起きられること(タイ男性) I それはおいしい料理を食べること(台湾女性)

朝、目が覚めて、元気に「担きたー!Jと言 | おいしL、プリンを食べて Iまた頑張ろう」と

えること (台湾女性) I 思うこと (韓国女性)

目覚めた時に、手足を思いっきり伸ばせるこ

と (台湾女性) I 生きてL、るとL、うこと

L 、ま、生きているということ

生きているということ

~ ¥J;、生きているということ | それは自分の意志に従って行動すること

(台湾男性)

それはピアノを弾くこと(シンガボール女性) I 新しいダイアリーに、来年の計画を書くとい

友達とはしゃぐこと (台湾女性) I うこと (韓国女性)

生きていること

L、ま、生きているということ

それは、太陽の光を浴びながら、お茶を片手

に本を読むこと 仲間女性)

コーヒーを飲みながら、友達と一緒におしゃ

べりをすること (韓国女性)

好きな音楽を聞くこと (韓国女性)
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資料7 r講義を聴く」ー聴く授業を対話型の捜業にー

(学習者への配布プリント2種)

上級 L 13発展 Iハウス、ンェア II ルーム シェアI

l 先生は講義のように色々なことをバラバラに話をします。

全部を聞いてから次のことを簡単にまとめてみま Lょう。

① ルームシェアとは?

② 日本でのルームシェアの始まり

③ ルームシェアをする動機は(男性、女性)

④ ンエアにはどんなシェアがあるつ

⑤ どんなものを分けあうのつ

⑥ どんな人がノレームシェアに合っている、合っていないワ

⑦ メリット、デメリット

③ 干渉(interference)型、非干渉型について

⑨ 友達とシェアする場合の メリ ッ卜、デメリット

メリッ卜 → 

デメリッ卜→

⑩ プライパシーの問題にはどんなこ止があるか

⑪ 現在多い年齢層や国籍、これから増える可能性のある層

→ *①~⑪の自分の恩解を友達と確認しあいま しょう。

2 話してみよう

① あなたの国で「ハウスゾエア j IルームシェアIは一般的ですか?

一般酌である忠由(一般的ではない理由)は何だと思いますか。

② 家族でない人と一緒に暮 らすことに抵抗はありますかっ

知り合いでない人と一緒に暮らすことに抵抗はありますか?

③ ハウスシェアをするなら、親しい友達と、赤の他人とどちらとしたいですかワ

④ あなたが持っている家を、ハウスンェアして使おうとするとき、

募集する人にどんな条件をつけますかワ

⑤ あなたが考える思怨的なハウスシェアは

a どこで? b目何人で? C. 男女ワ d.国籍?
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